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l. 糖のC17リルグリコシドはグリコシダーゼの基質アナログ合成の前駆体

や天然物合成において複数の不斉炭素を有する合成素子として有用な化合物で

ある｡しかしながら､2-アミノ糖に関しては､合成報告例がない｡演者らは､

特使でかつ立体選択的なC-7リル･N･アセチ)I,グ)t'コサミニドの合成法を確立
したので報告する｡

2.3. ます､TMSAl=二TMSOTほ 用いるC-アリルグリコシド化をグリコ

シルフルオリド(1)に対 して検討したところ､オキサ./リン誘導体(4)が得られ

るのみであった｡しかし､AllSnBu,とAIBNを用いるラジカル反応に上り､グリ

コシルクロリド(2)､プロミド(3)いずれからも効率よくC･C結合が形成されるこ
とを兄い出した｡また､2からはq･C･グリコシド(5)が､3からは8-C-グリコ

シド(古)が立体選択的に得られた｡さらに､活性化剤にAgBF.を用いることに上

り3から収率よく6が立体選択的に得られることも判明した(Table)｡
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l AllTMS.TMSOTr,(CH2Clh,r,L..4h 4

2 AuSn8tJ3,A柑N,LolueTNB.rentu.lI) 5 73%

3 AllSnBu3,AJtlN,tDhJCne,renuX.3h 6 75%
3 AHSrdlu3･ABBF4･(CH2C1h-130oC･015h 6 84%
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